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論文の概要及び判定理由 

 本論文は、ポリ乳酸(PLLA)の実用化に重要な結晶化挙動に関して、可塑剤の添加によっ

て結晶化速度だけではなく、 結晶型およびラメラ構造にも影響を与えることを明らかにし、

結晶成長先端における可塑剤分子の排除と それに伴うメルトマトリクスの可塑剤濃度上

昇という結晶化モデルを提案した。また、低温での結晶化ではmeso相が速度論支配的に微

結晶の生成に伴って形成されることを明らかにした。さらに、meso相の融解は分子鎖間の

相互作用の低下に始まり、これに誘発されて helix構造の融解が起こることを示した。 

よって博士（工学）の学位に値するものと判定した。 
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